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びの場も積極的に提供してまいりますのでぜひご活
用ください。

ところで、自身が組合事業に関わり感じているのは、
これほど豊富なメニューとサービスがありながら、メ
リットを十分に伝えきれていないことです。新たなみ
らい創りに寄与するために、多くの組合企業にご活
用いただけるような発信に努めてまいります。

そのためには運用していく資金が必要です。アド
ビライセンスプログラムは全印工連が誇る組合事業
です。金額だけではなく関係するセミナーも特別に
用意され、間違いなく大きな導入メリットとなります。
また組合加入のメリットに欠かせない共済事業も、安
価な掛け金で大きな保障です。ぜひご活用いただき
組合の収益源としてのバックアップもお願いします

お客様に喜んでいただける情報発信は、印刷産業
の形が変化しても、業界が長く培ってきた強みです。
ただこの強みをより磨くためには、一社一個人だけで
は限界があり、情報収集の環境は必須です。混とん
とした時代だからこそ、よりメリットを感じるサービ
スを提供して参ります。入っていて良かったと思って
いただけるよう、「みらい創造」の一助に努めて参り
ます。

最後になりましたが、2023 年が実りある一年とな
りますことを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

新年の幕開けにあたり、一言ごあいさつを申し
上げます。

昨年は収束の見通せない新型コロナウイルス感
染症に加え、ロシアのウクライナ侵攻と円安の影
響により電気代や資材が高騰。デジタル化の進行
による印刷物の減少に拍車がかかり、従来の印刷
産業の延長上だけでは立ちいかないことを思い知
らされた一年でした。

そうした厳しい状況で開催された「全印工連フ
ォーラム」「CSR サミット」は、久しぶりの全国規
模のリアル開催となり、みらいを創り上げていく業
界の熱い思いを共有できました。特に地元愛知で
の開催は、改めて愛知県工組各企業の底力を実感
できる機会となりました。

さて、みらい創造に欠かせない DX( デジタルト
ランスフォーメーション )「DX-PLAT」が今年か
ら実運用となります。具体的な成果や新たなビジ
ネスモデルによる需要の掘り起こしが期待されま
す。一方で課題も明らかになり、業界の目指す DX
が明確になりますので、この動向にはぜひ注視し
てください。

また、明日を担う社員つくりの為に検定や教育
は不可欠です。全印工連の教育動画「印カレ」は
コンテンツもさらに充実。全国的にも評価の高い当
組合の研修や検定も、組合企業の目線に立った学

− 11−

C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

巻頭言 「新年のご挨拶」
理事長　鳥原　久資
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率52.9％）。
　●基礎級（技能実習生を対象とし、基本的な業務を遂行す
るために必要な技能及び知識）の受検申請者30,032人、合格
者数26,375人（合格率87.8％）。
　※随時2級（技能実習生を対象とし、中級の技能労働者に必
要な技能及び知識）、随時3級（技能実習生を対象とし、初級の
技能労働者に必要な技能及び知識）は省略。
 【職種別】
　職種別受検申請者数の推移から、プリプレス・印刷・製本3
業種の受検申請者数と合格者数を見てみる。（　）内は前年度
の受検者数。
　プリプレス受検申請者数112人（122人）、合格者数62人。
印刷受検申請者数1,148人（906人）、合格者数445人。製本
受検申請者数1,124人（1,404人）、合格者数444人。

　技能検定試験実施概要（印刷関連）

　印刷は「前期」、プリプレス・製本は「後期」
　●都道府県職業能力開発協会が実施する技能検定は、職種
により前期・後期に分かれて行なわれる。令和4年度の実施日
程では、前期の試験案内は3月1日から始まり、申請受付、実
技試験問題の公表、実技試験、学科試験、合格発表と続く。合
格発表は9月30日に行なわれた。後期では、9月1日から案内
が始まり、申請受付、実技試験問題の公表、実技試験と学科
試験は令和5年2月まで続き、合格発表は令和5年3月10日に
なっている。
　●印刷（オフセット印刷作業）は前期、プリプレス（DTP作
業）、製本（製本作業）は後期になる。
　●受検手数料は、都道府県職業能力開発協会が実施する職
種では以下の料金になる。
　学科試験受検手数料：3,100円
　実技試験受検手数料：18,200円
　●技能検定における試験の方法は、実技試験と学科試験に
より行なわれ、両方の試験に合格することが必要（実技試験
か学科試験のどちらか片方のみ合格した場合は、次回以降で

　「技能検定」実施状況の概要

　厚生労働省の発表によると、令和3年度技能検定の受検申
請者数は97万2,416人、合格者数は36万8,036人（合格率
37.8％）となった。技能検定は、働く上で身に付けるべき、ま
たは、必要とされる技能の程度を国が証明するとあって、ア
プローチする人は年々多くなっている。また、実施職種も時
代のニーズに合わせ、130種類にまで増えている。そして、こ
の検定に合格した人だけが「技能士」の称号を名乗ることがで
きる。ちなみに、令和3年度の技能検定において、印刷関連に
おけるプリプレス・印刷・製本の3業種では951人の技能士が
誕生している。以下、具体的にみてみる。
　●受検申請者数は97万2,416人、令和元年度の87万1,451
人と比べ10万965人（11.6％）が増加している。このうち合格
者数は36万8,036人、令和元年度比4,303人（1.2％）増加し
た。ただ、合格率は37.8％で、令和元年度の41.7％から約4％
減少している。
　●昭和34年の制度創設当初からの合格者数の累計は800
万5,382人となっている。
　●職種別で最も受検申請者数が多いのがファイナンシャ
ル・プランニングで61万9,650人、合格者数は20万8,484人
になっている（※）。等級別で最も受検申請者数が多いのは、2
級（中級相当）で39万241人になる。
　【等級別の状況】
　●特級（管理職または監督者に必要な技能及び知識）の受検
申請者数4,825人、合格者数1,993人（合格率41.3％）。
　●1級（上級の技能労働者に必要な技能及び知識）の受検申
請者数100,543人、合格者数30,086人（合格率29.9％）。
　●2級（中級の技能労働者に必要な技能及び知識）の受検申
請者数390,241人、合格者数111,227人（合格率28.5％）。
　●3級（初級の技能労働者に必要な技能及び知識）の受検申
請者数345,409人、合格者数173,410人（合格率50.2％）。
　●単一等級（等級に区分していない職種で、1級相当の技能
及び知識）の受検申請者数2,993人、合格者数1,584人（合格

毎年行なわれている国家検定制度に「技能検定」がある。こ
の制度は、昭和34年に実施されて以来、年々内容に充実が図
られ、令和4年8月現在で130職種（都道府県が実施する職種
110職種、指定試験機関が実施する職種20職種）についての
技能検定が行なわれている。ちなみに平成3年度の技能試験
合格者は37万人を超え、実施開始から延べ800万人の技能士
が誕生し、それぞれの職種において活躍している。技能士は、

各職種において〝高い評価〟を得ているとともに、自社内に技
能士がいることで〝対外的にも大きなプラス要因になってい
る〟との声も聞かれる。いずれにしても技能士取得には大き
な魅力がある。この程、厚生労働省から令和3年度「技能検定」
の実施状況が公表されたので纏めてみた。併せて、国家検定

「技能検定」の概要について取り上げたので、技能士へのチャ
レンジの参考していただければと思う。

□国家検定「技能検定」へのチャレンジ

令和3年度
全国の実施状況

■技能士に新たに37万人が合格
■印刷関連ではプリプレス62人、印刷445人、
　製本444人、計951人が誕生
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不合格となった試験のみ受検し、合格することで技能士とな
れる）。
　●実技試験において、都道府県職業能力開発協会が実施す
る試験は、中央職業能力開発協会ホームページで事前に課題
の概要が確認できる。※https://www.javada.or.jp/
　●実技試験は、制限時間内に物の製作・組み立て・調整など
を行なう試験になる。
　●学科試験は、都道府県能力開発協会が実施するもので、
真偽式と多肢択一式により出題され、それぞれ25問ずつ全
50問（特級は多肢択一式のみ50問、3級は真偽式のみ30問）
になる。
　●受検資格については、必要な実務経験年数が定められて
いるので、ホームページで確認を。
　●試験の出題範囲は、都道府県職業能力開発協会が実施す
る職種の出題範囲は、ホームページで「試験基準」として公開
している。
　●試験の合否ラインは、100点を満点とし、実技試験は60
点以上、学科試験は65点以上になる。
　●試験時間は、都道府県職業能力開発協会が実施する職種
では、学科試験については、特級2時間、1級、2級および単一
等級は1時間40分、3級は1時間。実技試験については、職種・
作業・等級によって異なる。
　【参考】印刷（オフセット印刷）の実技試験
　●1級＝多色オフセット印刷機を使用して、CTP刷版4版に
より4色刷りでコーテッドペーパーに印刷。試験時間＝自動

刷版交換装置のない枚葉機を使用する場合、2色機3時間、4
色機2時間30分。自動刷版交換装置のある枚葉機を使用する
場合、2色機2時間、4色機1時間30分。
　●2級＝多色オフセット印刷機を使用して、CTP刷版2版に
より2色刷りでコーテッドペーパーに印刷。試験時間＝自動
刷版交換装置のない枚葉機を使用する場合、2時間15分。自
動刷版交換装置のある枚葉機を使用する場合1時間15分。
　●技能検定を受検するメリットとして、合格すれば、「技能
士」を名乗ることができる（※名称独占のため技能検定の合格
者以外は「技能士」を名乗ることはできない）。また、企業にお
いては、「①若い技能者の習熟度を確かめる方法として有効、
②高い技能を持つ技能士がいることで、製品の生産性向上や
品質維持に役立つ、③企業内に能力評価制度がなくても、技
能検定を活用することで代用できる、④技能士がいることに
より、企業が高い技術力を持つ証明となり、顧客からの信頼
を得られる」などがある。
　●技能検定に関する情報は下記ホームページで。
　「技のとびら」https://waza.mhlw.go.jp/

　ここでいう職長とは、事業場によっては監督、班長など
様々な名称で呼ばれ、いわば仕事を行なう上で、現場におい
て指揮・命令をする人となる。役職は関係なく、経営者と従業
員が2名などの少人数の事業所では、経営者本人が職長に該
当するケースも発生する。
　労働安全衛生規則第40条では、「職長などに対する教育」に
ついて、作業方法の決定及び労働者の配置、労働者に対する
指導又は監督の方法、リスクアセスメントの実施、異常時な
どにおける措置、現場監督者として行なうべき労働災害防止
活動などを定めている。事業場ごとに、最低1名は受講し、教
育修了証の発行を受けなければならない。
　仮に、安全衛生教育を実施せず、労働災害が発生したり、労
働基準監督署の監査が行なわれた場合、行政処分を受ける可
能性がある。
　中央労働災害防止協会（中災防）中部安全衛生サービスセ
ンターの資料によると、昨年度の「職長安全衛生教育」は2日
間にわたる講習で、受講料19,800円となっている。受講料に
は、資料代、昼食代、消費税が含まれている。
　※中部安全衛生サービスセンター：名古屋市熱田区白鳥
1-4-19、TEL052-682-1731。

　労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令は、令和4年
2月24日に公布された。改正により職長などに対する安全衛
生教育の対象となる業種に、これまで除外されていた「食料
品製造業」と「新聞業、出版業、製本業および印刷物加工業」が
追加された。令和5年4月1日から施行される。
　追加の理由について、厚生労働省が都道府県労働局長にあ
てた通達の中で、「化学物質を取り扱う業種を追加するため」
と説明している。
　労働安全衛生法第60条では、「労働安全衛生法施行令第19
条で定める業種で、新たに職務に就くことになった職長、そ
の他、現場で直接労働者を指導・監督する者に対して、厚生労
働省令で定める安全又は衛生のための教育を行なわなければ
ならない」と、計12時間以上の安全衛生教育の実施を義務付
けている。

労働安全衛生法施行令の一部改正により、令和5年4月1日
から安全衛生教育の対象業種に、「新聞業、出版業、製本業お
よび印刷物加工業」が追加され、該当業種の会社では、従業員
規模に関わらず、職長などの安全衛生教育が義務化される。
これは、対象業種の義務化に伴うもので、計12時間以上の安
全衛生教育を行なう必要がある。

【ロゴマーク】合格した技能士が等級に応じて
用いるマークと、技能検定制度に関わる企業・団
体・個人などが使用できるマークがある。デザイ
ンは、「Global」「Ginou（技能）」の「G」をモチーフ
に、日の丸は「決意」と、整然と並ぶ姿は「正確なす
り合わせ」「職人」「努力」「技術の蓄積」「等級」を表
している。

職長などの安全衛生教育が義務化
4月から製本・印刷物加工業が対象業種に！ 12時間以上の受講が必要

■お知らせ

※愛知県印刷工業組合では「職長安全衛生教育」の令和５年度実施に向けて準備を進めています。
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愛印工組・12月期理事会

新入社員研修スケジュール決まる
ポスターグランプリのテーマ
「おばけ」
「多彩な全印工連のメニュー活用を！」
鳥原理事長

　冒頭、挨拶に立った鳥原理事長は次のように述べた。
　「2022年を振り返ると、愛知では9月に大きな行事が2つ
あった。9月29日開催のCSRサミットは全国的にも大きな評
価を得た。また翌日に開催した全印工連フォーラムは、３年
ぶりに全国の仲間が愛知に集い開くことができた。300名を
越える方が議論を交わし、懇親を深め無事に終えることがで
きた。非常に多くの方々に満足していただけたと思う。
　一方でこの一年は、いろいろな形の値上げが経営を非常に
圧迫している。今日の午前に名古屋商工会議所の新会頭であ
る嶋尾正氏が来社されたのでいろいろな状況を説明した。そ
の時、折角なので印刷業界の状況も話しをした。印刷の単月、
累計ともに出荷高が２割減っていることを伝えながら、価格
転嫁の現状、資材、電力などの高騰の中で非常に厳しい舵取
りをしていることを伝えた。
　全印工連もいろいろなメニューを用意している。事務局か
ら情報を流しているが、そういう情報を是非使っていただき
たい。使っていただくことで、皆さんが払っている組合費が
活かせる。かなりリアルにタイミングよく、そして我々の状
況に即したメニューを用意してくれている。是非、活用をお
願いしたい。」
　理事会は、鳥原理事長を議長に進められ、河原善高専務理
事から令和４年度決算見込みが報告され承認された。続い
て、各委員会事業の実施、計画報告が行なわれた。
　【三役直轄事業】酒井良輔副理事長
　第14回ポスターグランプリの募集テーマは「おばけ」。作
品展は、令和５年10月31日〜 11月５日、愛知県美術館展示
室ＥＦ。表彰式は、令和５年11月３日愛知芸術文化センター
アートスペースAで開催などが報告された。
　【教育委員会】加藤義章委員長
　実施済み事業について、印刷営業講座、印刷営業技能審査
認定試験。実施計画として、技能検定プリプレス技能職種
DTP作業実技試験（令和5年1月28日）と同学科試験対策学習

会の開催が報告された。
　【労務・新人教育委員会事業】山本芳弘委員長
　実施済み事業として、永年勤続優良従業員表彰、助成金説
明会の開催。実施計画事業として、令和５年度「印刷会社の新
入社員研修会」について報告した。新入社員研修会開講日は4
月4日「新入社員基礎研修（社会人基礎力）」からスタートし、5
月25日「印刷人として知っておきたい印刷技術講座」までの
２か月間にわたり、基礎知識を習得する。
　【組織・共済委員会】北川毅委員長
　継続事業として共済制度、全印工連特別ライセンスプログ
ラムの加入促進。また11月21日愛知県会計局との意見交換
が報告された。
　【CSR・ブランディング委員会】竹倉幹雄委員長
　実施済み事業について、中小企業経営者と学生との交流
会。
　【経営革新委員会】渡辺達也委員長
　実施計画事業として、企業見学会を3月初旬に家具メー
カー「飛騨産業㈱」を予定。
　【青年部／名古屋而立会】代理として渡辺達也理事
　実施済み事業の愛印工組と名古屋而立会共催セミナー「カ
セギスキル　成約率98％の秘訣」について報告。
　次いで、各支部活動が紹介された。
　また、各機関からの組合功労者表彰について報告がされ、
以下の3氏が表彰された。
　〇愛知県中小企業団体中央会推薦、愛知県知事表彰（組合
功労者）：木村吉伸副理事長、荒川壮一副理事長。
　〇愛知県中小企業団体中央会会長表彰（組合功労者）：堀裕
史理事。
　【お知らせ】
　新たに3名の職員が採用された。加藤由佳理（契約職員）担
当：労務・新人教育委員会、賦課金請求ほか。加藤靖子（契約職
員）担当：教育委員会、共済保険ほか。荒木みゆき（パート）。

愛印工組の12月期理事会が、12月12日午後４時より、名
古屋・東桜のホテルオークラレストランで開催された。当日
は、令和4年度決算見込み、各事業委員会活動状況報告、各支
部活動状況報告が行なわれた。その中で、令和5年度の事業実
施計画として、印刷会社の新入社員研修会、第14回ポスター
グランプリの開催概要などが明らかにされた。出席者は24
名。

12月期理事会のもようと挨拶をする
鳥原理事長（右）



− 15− 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

　愛知県知事表彰
　木村吉伸（木村紙商事㈱ 代表取締役）
　平成24年5月理事に就任と同時に、経営革新委員長を務め
企業経営に役立つ各種セミナーや企業見学会を企画し、平成
26年5月からは、教育委員長を務め、技術系従業員の人材育
成を目的として技能検定の実施や同検定学科試験の合格率向
上のための試験対策学習会を開催するなど、組合事業の推進
に寄与した功績は顕著である。更に平成28年5月から副理事
長に就任し、労働安全衛生法に基づく、教育・指導・啓発や新
入社員の人材育成に陣頭指揮を執ってきた。また、人格、見識
とも他の模範となる者であり、その手腕は、組合員はもとよ
り業界からも高く評価されている。

組合功労者
堀 裕史（㈱弘文 代表取締役）
平成26年5月に理事に就任と同時に、労務・新人教育委員

長として、組合員事業所における労働安全衛生管理の向上に
資する講習会や情報提供及び従業員の職務遂行意欲を向上さ
せるための表彰事業を指導的立場で実施してきた。また、新
入社員研修会を毎年4月から延べ20日以上にわたり独自のカ
リキュラムにより企画・立案・実施し業界の人材育成に寄与し
てきた。更に令和2年度からは、名南支部の支部長を務め、支
部の運営・取りまとめに中心的な役割を果たしている。また、
人格見識ともに卓越し、決断力、行動力は組合のみならず、業
界で高く評価されている。

　愛知県印刷協同組合（細井俊男理事長）の令和4年12
月期理事会が12月12日午後5時30分よりホテルオー
クラレストラン名古屋において開かれた。
　席上、細井理事長は、「協同組合はあまり活動がな
いが、テナントも駐車場も満杯で、将来的な建物の老
朽化へのテコ入れ等は必要になってくるが安泰であ
る。ただ、なかなか業界が思わしくない。先に開かれ
たIGAS2022においても若干規模は縮小しており、こ
の先どうなっていくのか非常に不安である。しかし、
我々はその中でどう知恵を絞っていくかである。鳥原
理事長が工業組合の舵取り
をして動いていただいてい
るので安心ではあるが、業
界が少しでも回復するよ
う、今後とも皆様方のご協
力をいただきながら頑張っ
ていきたい。

愛知県知事表彰
荒川壮一（㈱荒川印刷 代表取締役）
平成22年5月から2年間理事を務め、平成26年5月に再任

と同時にブランディング委員長に就任。直ちに業界初となる
印刷産業PRムービーの制作に取り組み、その浸透活動を積
極的に行った。また、就職を控えた若者に印刷産業の魅力を
伝えるため、学生との交流会や進路相談会などの場を活用し
て、業界のPR活動を行ったのをはじめ、ブランディングセミ
ナーの開催、フェイスブックの活用をとおして印刷産業のブ
ランディング活動を積極的に展開し、社会に広く印刷産業の
魅力を浸透させた功績は大きい。更に令和4年5月から副理
事長に就任しCSR(企業の社会的責任)・ブランディング事業
の推進に陣頭指揮を執っている。また、人格見識ともに卓越
し、決断力、行動力は組合のみならず、業界で高く評価されて
いる。

木村副理事長

挨拶する細井理事長

荒川副理事長 堀理事

■受賞者の功績内容

愛印協組・令和4年度12月期理事会
テナント、駐車場も満杯で安泰
心配は業界の先行き
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■愛印工組：新入社員研修会のご案内

印刷会社の新入社員研修会／4月4日スタート
共通コース①、②、③／営業コース④／制作コース⑤／製造コース⑥

　愛知県印刷工業組合（労務・新人教育委員会：山本芳弘委員
長）では、2023年度「印刷会社の新入社員研修会」を4月4日
〜 5月25日までの2か月間にわたり開催します。研修内容は
印刷人、社会人としての基礎知識を始め、営業・製作・製造各
分野において活躍できる人材の育成を目指し、4コース10講
座が用意されています。いずれの講座も経験豊富なベテラン
講師が担当します。
　【4コース10講座の内容】
　■共通コース①／②／③
　共通コース①／②では、社会人に求められる能力、マナー、
印刷に関する基礎知識などについて学びます。①では、新入
社員基礎研修（社会人基礎力）、コミュニケーションスキルセ
ミナー。②では、印刷に関する基礎知識とデザイン、印刷現場
における品質管理・５S、印刷業界人として知っておくべき印
刷料金の基礎知識と企画、多種多様な印刷と加工。そして③
では、これからの印刷業界などで構成されています。中でも、
これからの印刷業界の講座では、印刷とWebの連携、MUD、
SDGsについて、インターネット広告、印刷会社が挑む動画制
作など、最新の知識・技術を習得します。
　■営業コース④
　営業コースでは、印刷会社の営業マンとして必要な基礎知
識を習得します。営業の真の目的から顧客の問題解決まで学
びます。特に、デジタルメディアと印刷に強くなるために、
印刷と文字、文字組版の知識、Webと電子書籍、デジタルメ
ディア活用の提案、企画立案とマーケティングの基礎、印刷
トラブル対策と著作権などが組まれています。

　■制作コース⑤
　制作コースでは、印刷会社の制作担当者のためのDTP基礎
実践として、必要な知識を習得します。プリプレスの基礎で
はAdobe Photoshop CC、印刷の基礎とDTPの基礎では
Adobe Illustrator CC、印刷の実務ではAdobe InDesign 
CCによる演習が主になります。
　■製造コース⑥
　印刷会社の現場に携わる社員として、知っておきたい基本
的なことがレクチャーされます。はじめての印刷機、印刷工
程での専門用語、安全管理教育と共に、実際に工場見学を行
ないます。そこで実際の仕事の流れ、現場での注意点・初歩的
なノウハウ、さらに、印刷現場で起こりやすい間違った印刷、
印刷工程での品質管理などを学びます。

社会人としての基礎研修から
印刷営業・制作・印刷技術講座まで

研修会は誰でも参加可能
講座の途中からの選択も可能

　主催する愛印工組では、「新入社員研修は毎回充実した内容
が好評を得ており、多くの受講生が参加しています。この研
修会は、印刷業界全体のレベルアップを図ることを目的とし
ており、愛印工組の組合員のみならず、関連業界の新入社員
研修にも利用できるよう門戸を広げています。また、全講座
に参加する必要はなく、興味のある講座のみの参加も可能で
すので、ぜひ参加して下さい」と呼び掛けています。
　新入社員研修は、幅広く誰でも参加できるのが特色になっ
ていますが、新型コロナウイルス感染症の影響で、各講座の
定員は「会場の収容人数」の半分以下で設営します。
　この新入社員研修会では、人材育成に取り組む事業主の支
援策として「人材開発支援助成金」制度の活用ができます。活
用には、事業主自ら手続きを行なう必要がありますが、研修
に参加する社員の賃金助成と参加に要する費用の助成が得ら
れますので、是非、活用されることをお奨めします。
　なお、カリキュラムの日程、講師、受講料などは、次号にお
いて詳報します。

【問い合わせ先】
愛知県印刷工業組合 
〒461-0001名古屋市東区泉1-20-12メディアージュ愛知
TEL052-962-5771　FAX052-951-0569
https://www.ai-in-ko.or.jp

昨年度の会場
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　この度、愛知県印刷工業組合は、一般社団法人豊受と【ガソリンカードサービス】の提携をいたしました。少しでも燃
料費の削減にお役立ていただけますと幸いです。
　お申込みいただけます場合は、本誌に同封しておりますチラシ裏面の加入申込書に必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸし
てください。後日、担当の杉浦様よりご連絡させていただきます。

愛知県印刷工業組合の組合員・賛助会員限定
ガソリンカードサービスのご案内
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

　●経済産業省安田篤課長の挨拶
　「IGAS2022 は、『Venture into the 
innovation　新たなイノベーションへの
挑戦』をテーマに、最新のテクノロジーと
ソリューションが提案されていると伺って
いる。未来の競争力につながる最新のイノ
ベーション、そして最新技術による生産性
の向上、さらには、多様なユーザーにも対
応する機器を一堂に揃え、まさに未来の印
刷を大きく発展させる可能性を秘めた展示
会と認識している。展示会を契機として新
たな飛躍発展されることを期待している。」
　●日印産連北島義斉会長の挨拶
　「印刷業界最大のイベント IGAS2022
が 4 年ぶりに盛大に開催され、出展企業
各社から最先端技術や製品、サービスが勢
揃いしていると伺っている。私ども日印産
連も 4 つのコンクールの入賞作品を展示
する JPEX ブースと日印産連会員 10 団体
が連携したコラボ展示ブースを出展してい
る。コラボ展示では、技術大学の学生によ
る斬新なアイディアを会員団体の加盟会社
の多様な印刷、加工技術を駆使して形にし
た作品を展示している。印刷産業の未来に
向けた情報発信をしているので、是非ご覧
いただきたい。」

　IGAS2022 の開幕を告げるオープニン
グセレモニーは、初日、東 5 ホール前で
行なわれ、関連省庁からの来賓や印刷関連
団体の代表などが出席。冒頭、主催者を代
表して森澤会長が挨拶、次いで、来賓を代
表して経済産業省製造産業局産業機械課安
田篤課長、一般社団法人日本印刷産業連合
会北島義斉会長が祝辞を述べた。その後、
主催者、来賓によるテープカットが行なわ
れ IGAS2022 が開幕した。
　会期中は、スペシャルナビゲーターに
フリーアナウンサーの大橋未歩さんによ
る IGAS2022 の見どころやイベントの紹
介、トップインタビューなどを生配信する

「IGAS　LIVE　TV」が行なわれたほか、
ツアーコンダクタと共に会場を回る見学ツ
アーも開催された。また、未来の印刷工場
の在り方を提案する SMART FACTORY 
Z ONE もオープン、さらに 20 以上のセ
ッションによる情報が提供された。

　218 社 1875 小間で展開された会場で
は、印刷に関連する最新鋭の機材・技術・
サービスの提案が行なわれ、5 日間、活発
なビジネス交流に華が咲いた。
　また、会期中の来場者数は、3 万 3078
人、海外からは 2963 人が訪れた。
　（写真で IGAS2022 の会場を紹介）
　
　●日印機工森澤彰彦会長の挨拶
　「 今 回 の IGAS2022 は、218 社 1875
小間の規模で、東京ビッグサイト東展示棟
の 5 つのホールを使用しての開催になる。
IGAS は日本における印刷産業界の総合的
な一大イベントであり、厳しい状況下では
あるが復活のシンボルとして、皆様の期待
に応えていきたい。会場では、最新鋭の機
材・技術・サービスの提案を通じ、活発な
ビジネス交流の場を提供することにより、
印刷産業界の発展に寄与し、出展社、来場
者双方のビジネス拡大に貢献したい。」

日本印刷産業機械工業会（日印機工、森澤彰彦会長）とプリプレス＆デジタルプリン
ティング機材協議会（プリデジ、辻重紀会長）の主催による「IGAS2022（国際総合印刷
テクノロジー＆ソリューション展）」が11月24日から28日までの5日間、東京・有明の
東京ビッグサイト東展示棟で開催された。4年ぶりの開催となった今回のテーマは、

「Venture into the innovation 〜新たなイノベーションへの挑戦〜」を掲げ、218社
1875小間の規模で、印刷に関連する最新技術やサービスの提案が行なわれた。会期中3
万3078人が来場した。

主催者、来賓によるテープカットで
IGAS2022がオープン

218社1875小間に最新鋭機器
5日間、活発なビジネス交流を展開

■「IGAS2022」開幕
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［上段から］光文堂、桜井グラフィックシス
テムズ、コニカミノルタジャパン、リョービ
MHI グラフィックテクノロジー

［上段から］キングコーポレーション、モリサワ、
ウエノ

［上段から］イトーテック、小森コーポレーシ
ョン、メイセイプリント、富士フイルムグロー
バルグラフィックシステムズ

デジタル技術の華が咲く会場
人手不足解消にロボットが活躍

注目の後加工機器も多数出揃う
多品種少量生産への対応も！

デモンストレーションは
多くの見学者で賑わう
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　助成金申請の必要事項、書き方、提出書類、注意すべきこと
などをわかりやすく解説。また、各年度で大きく異なる「大臣
認定申請の提出書類」の出力物とデータが配布された。
　申請前の準備として次の点が挙げられた。
　①社員代表を決めておく：組合があれば組合の代表者。
　②職業能力開発推進者の選任：企業内で職業能力開発を円
滑にかつ効果的に推進する中心的な担当者。労務・人事・総務
担当の部課長が望ましいが規定はない。
　③事業内職業能力開発計画の作成：定期的なキャリアコン
サルティングの実施（対象期間を明記）。
　④新入社員の採用決定：2023年採用の場合は、12月の初
旬までに配属を決定しておくことが望ましい。新入社員の訓
練は４月１日からが一般的。訓練期間は６ヶ月から２年以
内。６か月から１年がお勧めである。
　申請は３回必要。1回目は、大臣認定の手続き：①実施計画
認定申請書、②実践型人材養成システム実施計画書、③教育
訓練カリキュラム、④ジョブカード、⑤提出書類の確認シー
ト、⑥その他。2回目は、訓練実施の１か月前までに訓練実施

　人材開発支援助成金は、「事業主が雇用する労働者に対し
て、職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるた
めの職業訓練などを実施した場合に、訓練経費や訓練期間中
の賃金の一部を助成する制度」になる。この助成金を利用し
やすくするため昨年10月に制度の見直しが行なわれた。
　人材育成に取り組むことにより、「従業員のキャリア形成や
能力アップは勿論のこと、従業員の職場定着促進、ひいては、
安定的な企業運営にも繋がっていく」と、積極的な活用を呼
び掛けている。
　助成金の内容が令和３年度と４年度で、「大臣認定の関係で
は大きく３つ変わっているので最新のものを入手する必要
がある」とアドバイス。そして変更された点について、「1つ目
は、大臣認定申請書の認定する人が厚生労働大臣から都道府
県労働局長になった。２つ目は、教育訓練カリキュラムには
Off-JT、OJTとも時系列で記入する。３つ目は、大臣認定は
できるだけ人数分出す。最低でも新卒と既卒、大卒と高卒は
分け、また、Off-JT、OJTの日程や中身が異なるものも分け
る。受講者個別の大臣認定申請が一番いい」という。
　人材開発支援助成金では、OJTは「定額20万円」になった。
この20万円の助成金を受けるには、「大臣認定申請のOJT時

講師を務めた野澤氏 講師を務めた堀委員

愛印工組の労務・新人教育委員会（山本芳弘委員長）は、11
月22日午後３時より、名古屋・高岳のメディアージュ愛知（愛
知県印刷会館）３階会議室で、「新入社員研修に活用できる　
大変お得な助成金説明会」を開催した。説明会は、愛知労働局

「あいち雇用助成室」野澤利治事業主支援アドバイザーによる
「助成制度の概要説明」と労務・新人教育委員会堀裕史委員に
よる「申請書の手順」の２部構成で行なわれた。受講者は11名。

■愛印工組／労務・新人教育委員会

新入社員研修に活用 大変お得な助成金説明会
助成金の申請方法を伝授

■第1部「助成金制度の概要」
講師：野澤愛知労働局事業主支援アドバイザー

■第２部「助成金申請の手順」
講師：堀 労務・新人教育委員

メディアージュ愛知で開かれた助成金説明会

間の全体の８割以上受講していることが必要」となる。また、
OJT実施状況報告書の書式も大幅に変わっており、「OJT実
施報告書は訓練終了後速やかに手書きし、感想が同じような
もの、同じ間違いのあるものは不可になりやすい」と指摘。さ
らに、「OJT訓練担当者の出退勤時刻がわかる出勤簿を出す。
訓練が４月から９月であれば、担当していない月も含め訓練
担当者全員が４月から９月までの出勤簿を提出する」など、
昨年より大幅に変更されている点が強調された。
　※最新の「人材開発支援助成金」は厚生労働省ホームページ
から入手可能。 人材開発支援助成金　厚生労働省 で検索
　※愛知労働局「あいち雇用助成室」TEL052-688-5758
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【前ページへより】
計画届（訓練の実施内容）の申請。3回目は、訓練終了後２か月
以内に、実際に行なった訓練資料を揃えて、助成金額の決定
及び支給を受けるための支給申請を行なう。
　そして、申請のための必要事項として、①申請担当者を明
確に決めておく。②新入社員には訓練に入る前にしっかりと
説明する（特にOJT訓練報告書）。③分からない事は愛知労働
局の担当者に相談する。④様式は訓練実施計画届を提出した

　セミナーに先立ち挨拶した鳥原理事長は「先が見えない経
済状況、特に印刷業界は先が見えない厳しい中で仕事をして
いる。この時代、一番大切なことは人と人とのコミュニケー
ションである。どうしたら顧客に喜んでもらえるか、顧客の
心に寄り添ったやり方が大事である。今回のセミナーは非常
に最適だと思う。今日の学びを明日以降に活かしていただき
たい」と述べた。次いで、セミナーに移った。
　□和田裕美講師は、外資系教育会社に入社後、プレゼンし
たお客様の98％から契約をもらうという「ファンづくり」の
営業スタイルを構築し、日本でトップ、世界142か国中2位の
成績を収める。そして2万人に一人の難関を突破し、女性初、
最年少で支社長に就任。しかし、同社の日本撤退に伴いすべ
てを失うが〝売れて好かれて稼げる〟人を育成するコンサルタ
ントとして独立。18年間多くの人や企業をサポート。1,500
人規模のイベント・講演会を累計3,000回、和田式の受講生
は30万人超、陽転思考を広める陽転エデュケーターは100人
にのぼる。
　□和田講師は、これからの本当の営業に関し、「人の役に立
つこと、人を幸せにすること」を挙げる。そして、ファンベー
ス（顧客）に触れ、「①ファン20％が80％の売り上げを支えて
いるという事実、②人口急減、ウルトラ高齢化などの未来に
向けてのファンづくり、③情報は「信頼」できるだけ知ってい
る人から」とした。だから「ファンに支持され愛されて選ばれ
続けることがこれからの〝セールス〟」と断言。「会社も商品も
自分も愛すること」。
　□売れる・選ばれる営業の秘訣について、「①相手がワクワ
クする話し方ができ好かれる、②決断力があって人の背中を
押せる、③人から好かれてファンができる、④お金を稼ぐこ
とができて人を幸せにする、⑤リーダーになっても勝ち続け
るチームが作れる」を挙げ、営業マンが心得るべき点を解説

した。
　□消費者がある特定の企業を嫌う理由について、「製品や
サービスに問題があるというより、その会社の特定の人に、
すごく不愉快な思いをさせられた経験があるから」といい、

「こうした人が圧倒的に多い」とも。
　□何故あの人からもう一度買いたいと思ったのか、同じ商
品、同じ顧客でも結果が違うのは、「印象」にあるという。「印
象が大事で、第一印象は笑顔を5秒以上キープし、声のトーン
を明るく、自分自身のトーンを上げる」といい、「自分自身の
トーンが下がるとお客様がイニシアチブを持ってしまう」か
らと指摘する。
　□気持ちをネガティブにしない訓練として、一度「よかっ
たといってみる」。例えば、「辛い言葉をいわれてよかった／
上司とそりが合わなくてよかった／価値観の違う人がいてよ
かった／忙しくてよかった／面倒な部下がいてよかった／
失ってよかった／負けてよかった」、それは何故か、自問自答
してみる。ネガティブな考えをポジティブに持っていく「陽
転思考を身に付けよう」と、営業マンが心得るべきことが伝
授された。
　□「新規顧客より既存顧客の深堀が重要」という。新規顧客
の開拓には「時間と費用」が掛かる。さらに、結論を先延ばし
する顧客には、「何故、すぐに決めた方がよいかを説明し、わ
くわくする未来をイメージしてもらう」。そして大事なこと
として、「契約は、顧客にとってはスタートになるので〝売っ
たら終わり〟はやめる。ファンに愛され選ばれ続けるには、そ
の後のフォローが重要」であるとした。
　□今日の和田語録として、「売ることばかり考えないで、
もっと自然に〝いいものを伝えたい気持ち〟を大切にして欲し
い。とっておきの自分の〝いいもの発見〟を誰かに言いたくて
わくわくするような感じ」が伝えられた。

年度のもの。
　また、OJT実施状況報告書記入の注意事項は、①ボール
ペンで記入（シャープペン、パソコン、消えるボールペンは
NG）。② ホワイトでの修正はNG、２本ラインで訂正印。③
印鑑は、シャチハタはNG。④定時時間外（残業）の訓練は対
象外。⑤休日等休んでいる日の訓練は対象外（タイムカード
と報告書の整合性を確認しておく）。

講師：和田裕美
㈱HIROWA代表取締役

愛印工組と名古屋而立会（若園俊介会長）の共催セミナーが、11月18
日ウインクあいち（愛知県産業労働センター）とWebによるハイブリッ
ドで開催された。講師に㈱HIROWAの和田裕美代表を迎え、「カセギス
キル〜成約率98％の秘訣〜」をテーマに、売れる、選ばれ続ける秘訣を
学んだ。

■愛印工組・而立会共催セミナー

「カセギスキル」：成約率98％の秘訣
営業が変われば、業績は変わる
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編 集 だ よ り
　■令和 5 年、卯年の新春を迎えました。
本年もよろしくお願いいたします。厳しい
環境がまだまだ続くと思われますが、景気
回復を願いつつ、今年もお役に立つ情報の
提供に努めてまいります。

　愛印工組を始め岐阜・三重の各県工組な
ど、多くの印刷関連団体が後援し、㈱光文
堂が主催する「第 59 回光文堂新春機材展
PrintDoors2023」が開催される。この
機材展は、印刷機材の総合商社が主催する
展示会としては全国屈指の規模と内容を誇
り、毎年 1 月に開催される中部地区恒例の
新春行事として定着している。今回のテー
マは「VALUE ＆ INNOVATION きらり」。
　【ポスター趣意文】
　「2023 年に光文堂が掲げたテーマは、

『VALUE ＆ INNOVATION　きらり』で
す。2019 年末から続く新型コロナウイル
ス感染症の影響により、多くの企業で業績
向上が進まない状況が続いていますが、そ
んな先の見えない混迷の時代を乗り越える
ために、私たち一人ひとりが『きらり』と
光る存在になることで、輝く未来を自らの
手で切り拓いていこう、という想いを込め
ました。
　そして、『きらり』と光る存在になる
ために必要なものは、ビジネスや社会の
有り様が大きく変わる状況において、新
たな価値を生み出し、変革を続けてい
こうという意志。つまり、『VALUE』と

『INNOVATION』です。
　ポスタービジュアルで表現した『VALUE』
と『INNOVATION』を示す 2 人の女性が
手にする光輝く宝石のように、この両輪が
あればこそ、『きらり』と光る新たな価値を
掴むことができ、その先にこそ、輝く企業
へと成長を遂げていけるのです。
　常に時代を先取りした提案を続ける
PrintDoors2023。皆さん一人ひとりが必

第59回光文堂新春機材展開催

「Print Doors2023」
印刷業界に新たな価値を提供
2日間は最新情報収集の絶好の場

全印工連・CSR認定

第40期ワンスター認定募集中
募集期間2023年1月31日まで

「PrintDoors2023」ポスター

ずそれぞれの『VALUE』と『INNOVATION』
を見つけることができるはずです。
　ポスターに用いた紅白カラーに因んで、
2023 年がすべての人にとって、めでたい
一年になることを願っています」。
　【開催概要】
　■会期：2023年1月25日（水）、26日（木）
の 2 日間
　■開催時間：25 日 10：00 〜 17：00、
26 日 9：00 〜 16：00
　■会場：名古屋市国際展示場ポートメッ
セなごや 3 号館（名古屋市港区金城ふ頭
2-2　TEL052-398-1771）
　■併催：コラボレーション展
　■併催：新春特別セミナー 
　≪後援団体≫
　愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業組
合、三重県印刷工業組合、日本グラフィッ
クサービス工業会愛知県支部、愛知県製本
工業組合、中部グラフィックコミュニケー

　全印工連ＣＳＲ認定「第 40 期ワンスタ
ー認定」の募集が開始されている。
　【募集期間】2022 年 11 月１日〜 2023
年１月 31 日まで。認定登録は 2023 年３
月の予定。
　【申請書類】全印工連 CSR 認定応募申
込書に必要事項を記入し、全印工連あて
に FAX で申し込む。応募申込書の到着後、
申請書類が送られてくるので、次の①〜⑤
の申請書類を提出する。① CSR 取り組み
項目チェックリスト、②法令遵守宣誓書（所
定様式）、③納税証明書（税務署が交付し
た証明書）、④過去３年の行政処分がない
ことの宣誓書（所定様式）、⑤添付書類（CSR
取り組み項目チェックリストで選択した項

ションズ工業組合、愛知県トムソン工業協
同組合、東海北陸シーリング印刷協同組合
　【新春特別セミナー①】
　〇日時：1 月 25 日／ 13：00 〜 14：15
　〇演題：「インクジェットで産業革命
を！」
　〇講師：大野彰徳氏（大野インクジェッ
トコンサルティング代表）
　〇内容：世界的視野で考えれば、印刷業
界の今後とインクジェット印刷の動向が見
える。
　【新春特別セミナー②】
　〇日時：1 月 26 日／ 11：00 〜 12：15
　〇演題：「5 年後を見据えた経営・営業
戦略！」
　〇講師：片岡廣幸氏（総合商研㈱代表取
締役会長）
　〇内容：競争から共創へ　古いビジネス
モデルからの脱却と新たな経営資源の構築
を目指して……。

目を証明する書類）。
　【認定の概要】申請書類①〜⑤の提出後
は、審査機関の CSR ＆サステナビリティ
センターにおいて書類審査を行ない、外部
の有識者で構成する全印工連 CSR 認定委
員会において審査結果をもとに認定が行な
われる。認定取得後は 2 年ごとに更新審
査を行ない、上位認定であるツースター認
定の取得もできる。さらに、ツースター認
定取得後は最上位認定であるスリースター
認定の取得も可能。
　▼詳細は、HP 全印工連 CSR で検索

No.614
令和5年1月10日発行

◆ホームページアドレス  https://www.ai-in-ko.or.jp/
◆E-mailアドレス  jimukyoku@ai-in-ko.or.jp

発 行 人 鳥 原 久 資
編 　 集 組 織 ･ 共 済 委 員 会
発 行 所 愛 知 県 印 刷 工 業 組 合

〒461–0001 名古屋市東区泉一丁目20番12号
メディアージュ愛知１階
TEL〈052〉962–5771
FAX〈052〉951–0569



− 23− 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。



TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3丁目 7番 23 号
TEL :052-961-7661　FAX:052-961-7662




